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川

ゐ
闘
掴
掴
掴
臨
闘
圃
v

あ
る
か
ら
、

「あ
手
ん
の
呼
吸
」
や
「
組
織
ピ
ン
チ
の
と
き
に
こ
そ
人
材

η成
を
強
化
川

弘
門
岡
嬰
U
師
F

'

MM
男

の
慣
習
・
風
土
」
な
ど
謹
9
る
は
ず
も
な
い
。
し
、
組
織
の
力
高
め
る
の
が
筋
で
は
な
い
川

島
富
山
一
期
日
朝

h
'3
4》

蛾

茂

霊

化
さ
れ
た
法
こ
そ
が
交
渉
道
具
で
脅
か
。
法
的
対
応
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
グ

1

4
酒

臨

股

明

開

明
主
一
ず
べ
糊

-J

武
俸
に
な
る
の
は
凶
暴
で
あ
り
、
そ
の
た
め

l
パ
ル
化
の
時
代
に
ひ
と
た
ま

gな
い
。

一

a閤
国
園
自
陣
盟
理

』

a時
怠

-
1
U
対

嘘

E

に
も
公
務
口
の
徹
底
し
た
法
数
行
が
盟
る
。

役
所
の
窓
口
で
外
同
人
が
「
弁
護
士
聖
ば
て
川

川
「
日
本
の
公
務
口
採
用
試
験
は
、
基
本
的

d

T

j域

対

佑

わ
が
国
の
地
方
自
強
制
界
を
考
え
る
失

て

正

式
に
議
を
申
し
立
て
企
と

U
っ
と
、
川

…
に
ペ
ー
パ
ー
の
試
験
と
面
接
だ
け
で
あ
る
。

'

山
川
木

自
治
体
の
震
で
は
ほ
と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
審
査
も
ろ
く
に
し
な
い
で
安
易
に
襲
内
容

山

川

公

務

口

と

な

る

た

め

の

聾

成

学

校

も

な

げ

れ

「

法

無

」

が

挫

延

し

て

お

り

、

構

造

的

に

深

刻

を

認

め

て

し

ま

う

現

場

も

あ

る

。
そ
れ
が
凶
川

川
ば
、
六
学
や
高
校
で
そ
の
た
め
の
特
別
の
コ
削
の
公
務
口
益
成
教
育
、

研
修
制
度
を
央
現
で
あ
る
。し
か
し
、す
べ
て
の
自
治
体
で
法
務
際
化
時
代
の
対
応
な
の
か
。
経
質
の
印
刷
と

川

川

l
ス
も
な
い
」
と
言
う
と
、
ド
イ
ツ
の
人
々
す
る
か
で
あ
っ
た
。
一
九
九
O
年
に
初
め
て
刀
が
弱
い
の
で
は
な
い
。
法
務
力
を
身
に
付
い
う
の
は
、
取
町
幹
部
や
担
当
機
闘
の
態
調
川

川
は
こ
ぞ
っ
て
「
そ
れ
な
ら
、
日
木
で
は
医
師
、
ド
イ
ツ
で

「
初
級
職
」
公
務
口
説
成
の
た
め

け
た
自
治
体
も
あ
る
が、

そ
れ
は
自
治
体
の
の
あ
り
よ
う
に
依
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

m

川
薬
剤
師、

右
獲
加
も
専
門
聾
成
教
育
は
受
貯
の
行
政
学
校
を
訪
れ
、
日
本
で
は
想
像
も
つ
人
口
規
棋
と
は
ほ
と
ん
ど
無
関
係
で
あ
る
。
か
。
山

川
な
い
で
、
ペ
ー
パ
ー
試
験
と
面
接

Eで
な
か
ぬ
高
山
の
法
軟
骨
を
見
て
、
白
木
の
公
務
人
口
一

O
万
人
に
近
い
規
模
の
市
で
公
也
肢
堤
自
治
悼
職
口
の
探
用
試
験
で
碍
門
盟

川
れ
る
の
か
」

、
と
附
い
て
く
る
。

口
の
「
法
無
」
ぶ
り
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
防
止
協
定
に
付
随
す
る
市
民
印
と
社
封
印

を

科

目
の
試
験
を
路
止
し
て
い
る
例
が
多
く
は
岨

"

人
間
の
尊
版
、
自
由
、民
主
主
器
、平
等
、
法
九
一
六
泌
で
入
学
し
三
年
生
の
学
校
を
修

押
し
た
党
問
を
見
た
。
そ
こ
に
は

「
A
油
倣

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
志
願
者
自
身
が
そ
川

川

の

支

配

等

を

越

本

理

念

と

す

る

欧

州

共

同

体

れ

で

い

い

か

と

悩

ん

で

い

る

。

大

学

等

で

学

判

一
一
町
駅
間
的
時
総

国
際
基
準
の
法
務
教
育
と
日
本
の
自
治
体
(
法
無
)
取
れ
れ
村
山
閥
抗
告
問

恥

門

、

さ

ら

に

社

会

(

成

人

)

教

育

の

分

野

ま

で

を

抱

い

て

い

る

。
多
く
の
自
治
体
の
弘
知
鹿
川

一川
加
盟
凶
の
教
育
の
全
般
に
わ
た
っ
て
統
一
水
了
し
て
初
め
て
初
級
職
公
務
口
に
な
る
生
徒
計
画
に
つ
い
て
は
、
取
り
分
け
本
市
の
ム
マ

項
で
は
、
確
か
に
、
「
公
務
口
と
レ
て
必
鹿

川

岡
部
を
設
定
し
、
ニ
O
一
O
年
を
到
述
年
と
レ

た

ち

は
法
舘
科
目
究
実
務
に
即
し
た
教
材
稼
働
朋
聞
と
財
政
負
担
等
宇
佐
考
一
服
し
:・
」
と
な
知
識
」
が
試
験
科
目
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
川
一

一川
て
き
た
。

加
問
凶
共
通
の
労
働
市
崎
確
立
の
芦
UD
に
よ
り
、
き
わ
め
て
合
理
的
体
系
的
汚
い
で
あ
る
。「
取
り
分
け
」
は
、
「
と
り
わ
け
」

こ
で
い
う
「
公
務
口
と
し
て
必
要
知
白
川

川
た
め
、
公
務
口
鶴
成
教
育
や
公
務
日
研
修
に
に
学
ん
で
い
る
。
二
ハ
肢
か
一
七
歳
で
行
政
の
誤
字
で
あ
る
。
送
り
仮
名
の
ミ
ス
な
ど
は
の
中
身
が
問
閣
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
行
政
川

川
関
す
る
統
一
越
削
も
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
救
済
法
も
鮮
レ
く
学
び
、
住
民
の
叩
尽
か
ら
随
所
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
起
案
担
当
者
、
保
脈
に
は
誕
剤
師
や
打
瀧
師
の
よ
う
な
砕
門
性

川
ー

刷

る
。

自
分
一
人
で
不
服
申
立
百
や
裁
決
丹
が
官
け
長
、
課
良
補
佐
、
課
長
、
部
長
、
副
市
民
と
を
要
し
な
い
と
い
う
そ
の
意
識
が
、
今
日
の
仙

川
市
者
は
こ
こ
二
0
年
間、

ほ
ほ
隅
年
で
ド

て
初
め
て
卒
業
で
き
る
。

他
の
法
律
系
科
目
順
を
追
っ
て
決
裁
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
市
無
法
国
家
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
。
剛

一…
イ
ツ
の
計
五
O
カ
所
程
度
に
及
ぶ
各
閣
の
公
の
思
と
密
度
も
す
ご
い
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
民
自
身
も
耶
業
者
た
ち
も
、
法
的
思
考
力
や
二
O
O五
年
と
こ
O
O九
年
の
ド
イ
ツ
で
川

川

賞

研

修

館

・
大
学
校
、
仔
整
校
、
自
場
合
、
実
時
の
感
懐
柔
ト
宣

O
名

法

的

認

を

量

り

持

た

な

い
た
め
、
白
の
器
の
磨
は
、
同
凶
で
も
地
方
財
政
は
川

川
治
体
建
組
織
な
ど
を
訪
問
し
て
き
た
。
ニ

は

、
そ
の
実
名
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本
治
体
職
貝
も
鍛
え
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
。
厳
し
い
と
一冨
い
つ
つ
、
市
民
の
観
点
を
基
軸
川

川

O
O五
年
に
ド
イ
ツ
・バ
イ
エ
ル
ン
州
で
行

人
の
平
均
得
点
と
と
も
に
公
表
さ
れ
て

い

日

本

で

は
、
こ
の
一

O
Z余
に
ず
い
ぶ
と
し
、
憲
法
に
遡
っ
て
考
え
さ
せ
る
公
務
口
川

川
政
専
門
大
学
校
を
所
管
す
る
財
務
省
を
訪
ね
る
。

ん
自
治
体
の
法
務
研
修
が
減
少
し
た
よ
う
に
の
挫
成
教
育
と
研
修
が
充
実
の
一
途
に
あ
る

川

川
抱
当
部
民
と
議
論
し
た
際
に
、
彼
の
出
の
中

E
Uで
は
公
用
一古
括
が
二
三
に
も
な
る
悶
凪
え
る
。
研
修
縮
小
の
限
大
の
要
因
は
、

「耐

の
を
弘
た
。
め
あ
、
こ
の
迎
い
は
!

川

川
に
あ
る
最
大
の
猷
閣
は
い
か
に
し
て
E
U益
々

が

統

一
基
惜
の
行
政
に
取
り
組
む
わ
け
で
修
質
用
の
不

E
で
あ
る
と
い
う
。
だ

が

、

川


